
1   蒼　蒼  第93号  2000.6.10

双
月
刊
行
有
料
宅
配
誌
／
編
集
兼
発
行
人
・
中
村
公
省

株
式
会
社
蒼
蒼
社
／
東
京
都
町
田
市
森
野
２-

26-

16

NO.93

 2000.6.10

 E-mail   sososha@s.email.ne.jp      URL  http://www.mmjp.or.jp/sososha      phone042-721-9285•••fax042-721-9286

汚
職･

腐
敗
ま
み
れ

   

の
政
府･

企
業
幹
部

                        

和
気
　
弘

              
   

（
中
国
問
題
研
究
家
執
筆
）

（
１
）
八
〇
年
代
の
幹
部
の
汚
職

中
国
で
は
八
〇
年
代
か
ら
幹
部
の
汚
職
が
急
速

に
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
七
八

年
の
中
共
第
一
一
期
三
中
全
会
以
降
の
「
改
革
・
開

放
路
線
」
が
あ
る
。「
改
革
・
開
放
路
線
」
は
、
経

済
を
発
展
さ
せ
て
各
種
企
業
を
急
速
に
増
大
さ
せ

た
が
、
政
治
体
制
の
改
革
が
後
回
し
に
な
っ
た
た

め
に
、
企
業
は
政
府
部
門
の
紐
付
き
の
下
に
置
か

れ
、
政
府
と
企
業
が
一
体
化
し
、
幹
部
の
汚
職
に

絶
好
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

八
〇
年
代
も
中
頃
に
入
っ
て
か
ら
、
高
級
幹
部

の
職
権
を
利
用
し
た
汚
職
事
件
は
枚
挙
の
暇
が
な

い
ほ
ど
発
生
し
は
じ
め
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
幹
部

の
妻
や
子
供
を
利
用
し
て
い
た
た
め
、
親
の
権
限

を
利
用
し
て
悪
事
を
働
く
「
高
幹
子
弟
」
と
い
う

言
葉
が
流
行
し
た
。「
高
幹
子
弟
」
に
よ
る
汚
職
で

最
初
に
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
の
は
八
四
年

に
発
覚
し
た
張
常
勝
・
葉
之
楓
の
国
家
機
密
漏

洩
・
収
賄
事
件
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
張
常
勝
（
当
時
、
少
数
民
族
経
済
文
化

開
発
総
公
司
職
員
）
と
葉
之
楓
（
当
時
、
国
家
経

済
委
輸
出
入
局
副
処
長
）
の
二
人
が
香
港
の
商
社

に
自
動
車
輸
入
に
関
す
る
機
密
を
漏
ら
し
て
賄
賂

を
受
け
取
っ
た
事
件
で
、
収
賄
金
額
は
人
民
元
換

算
で
七
一
・
一
一
万
余
元
だ
っ
た
。
張
常
勝
は
死

刑
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
葉
之
楓
が
懲
役
一
七

年
、
党
除
名
、
職
務
解
任
処
分
と
軽
か
っ
た
た
め
、

こ
の
処
分
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
大
き
く
な
っ
た
。

何
故
な
ら
、
そ
の
職
務
上
の
権
限
か
ら
見
て
主
犯

は
葉
之
楓
の
は
ず
な
の
に
、
使
い
走
り
を
し
た
張

常
勝
の
方
が
死
刑
に
な
り
、
主
犯
は
懲
役
一
七
年

で
す
ま
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
故
、
葉
之
楓
は

死
刑
を
免
れ
た
の
か
。
実
は
葉
之
楓
の
父
親
は
、

八
〇
年
か
ら
八
二
年
ま
で
海
軍
司
令
員
を
担
当
し
、

八
三
年
か
ら
全
人
代
常
務
委
副
委
員
長
に
転
任
し

た
第
三
野
戦
軍
の
著
名
な
将
軍
・
葉
飛
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

「
改
革
・
開
放
路
線
」
で
経
済
の
発
展
を
進
め
る

た
め
に
、
密
輸
に
よ
っ
て
開
発
資
金
を
調
達
す
る

事
件
も
発
生
し
た
。
そ
の
典
型
的
な
例
は
、
八
四

年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
海
南
島
で
行
わ
れ
た
自

動
車
密
輸
・
横
流
し
事
件
で
あ
る
。

こ
の
事
件
で
は
、
当
時
広
東
省
の
管
轄
下
に

あ
っ
た
海
南
省
の
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

海
南
行
政
委
書
記
・
同
行
政
区
公
署
主
任
の
雷
宇

が
中
心
と
な
り
、
島
内
で
用
い
る
と
い
う
条
件
で

認
め
ら
れ
た
特
別
輸
入
権
限
を
乱
用
し
て
輸
入
し

た
自
動
車
や
家
電
製
品
を
全
国
に
大
量
に
横
流
し

し
た
。
横
流
し
さ
れ
た
物
品
は
、
乗
用
車
八
万
九

千
台
、
テ
レ
ビ
二
八
六
万
台
、
ビ
デ
オ
二
五
万
二

千
台
、
オ
ー
ト
バ
イ
一
二
万
二
千
台
と
い
う
調
査

報
告
が
残
さ
れ
て
い
る
。
雷
宇
は
職
務
解
任
の
処
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分
を
受
け
、
そ
の
他
の
関
係
者
も
そ
れ
ぞ
れ
処
分

さ
れ
た
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
雷
宇
は
九
二
年
に

広
西
自
治
区
政
府
の
副
主
席
と
し
て
復
活
し
た
。

当
時
伝
え
ら
れ
た
復
活
理
由
は
、
雷
宇
は
密
輸
と

横
流
し
を
し
た
が
、
そ
れ
で
得
た
利
益
は
全
額
海

南
の
開
発
に
用
い
て
自
分
の
懐
に
入
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
現
在

で
も
雷
宇
は
海
南
島
を
振
興
さ
せ
た
人
物
と
し
て

評
判
が
良
い
。

  

（
２
）
九
〇
年
代
の
幹
部
の
汚
職

九
〇
年
代
に
入
る
と
、
幹
部
の
汚
職
は
一
層
増

大
し
、
よ
り
高
層
の
幹
部
が
汚
職
の
隊
列
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
も
代
表
的
な
の
が
陳
希
同
中
共
中
央
政
治
局

委
員･

北
京
市
党
委
書
記
で
あ
る
。
彼
は
九
五
年

に
全
て
の
職
務
か
ら
解
任
さ
れ
、
九
八
年
八
月
に

は
北
京
市
高
級
法
院
で
汚
職
罪
で
一
六
年
、
職
務

怠
慢
罪
で
四
年
、
併
せ
て
懲
役
一
六
年
の
判
決
を

受
け
、
汚
職
で
職
を
追
わ
れ
た
最
初
の
中
共
中
央

政
治
局
委
員
と
な
っ
た
。
ま
た
、
九
三
年
か
ら
は
、

党
政
機
関
、
司
法
機
関
、
行
政
執
行
機
関
な
ど
の

汚
職
を
取
り
締
ま
る
側
の
幹
部
に
よ
る
汚
職
が
増

大
し
、
そ
れ
が
現
在
な
お
継
続
し
て
い
る
の
は
幹

部
の
質
の
低
下
と
体
制
的
に
問
題
が
存
在
す
る
こ

と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
汚
職
幹
部
の

若
返
り
現
象
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
広
州
市
の
報

告
に
よ
る
と
、
三
五
歳
以
下
の
汚
職
幹
部
が
九
〇

年
三
四
％
、
九
二
年
四
四
％
、
九
三
年
四
一
％
と

拡
大
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
幹
部
の
汚
職
が
普
遍
化
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。
九
五
年

以
降
は
幹
部
に
清
廉
を
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
規
則

が
制
定
さ
れ
、「
三
講
」
教
育
な
ど
の
様
々
な
措
置

が
取
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
顕
著
な
成
果

を
あ
げ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
最
高
人
民
検

察
院
の
報
告
に
よ
る
と
、
九
八
年
に
全
国
検
察
機

関
が
立
件
し
調
査
し
た
汚
職
・
贈
収
賄
事
件
は
三

万
五
〇
八
四
件
あ
る
。
件
数
こ
そ
前
年
よ
り
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
減
少
は
そ
の
他
の
事
件

が
多
発
し
た
結
果
と
い
う
観
測
も
あ
る
。

 

（
３
）
密
輸
と
い
う
砂
糖
に
た
か
る
　

九
〇
年
代
の
後
半
か
ら
幹
部
の
汚
職
は
、
密
輸

問
題
に
絡
ん
で
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
九
九
年

六
月
の
判
決
言
い
渡
し
で
元
税
関
長
な
ど
六
人
に

死
刑
判
決
が
出
て
話
題
と
な
っ
た
広
東
省
湛
江
市

の
大
型
密
輸
事
件
を
見
て
み
よ
う
。

捜
査
対
象
と
さ
れ
た
三
三
一
人
の
う
ち
公
職
者

が
三
五
九
人
、
そ
の
う
ち
検
察
機
関
が
立
件
し
た

も
の
が
六
四
件
七
三
人
。
押
収
し
た
現
金･

預
金･

物
資･

不
動
産
な
ど
は
総
額
四･

七
億
元
。
さ
ら
に

一
六
三
人
が
自
首
し
て
提
出
し
た
不
法
所
得
が
一

五
八
七
万
元
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

死
刑
の
判
決
を
受
け
た
の
は
、
曹
秀
康
・
元
湛

江
税
関
長
、
朱
向
成
・
元
湛
江
税
関
調
査
処
長
、
陳

同
慶･

元
湛
江
市
委
書
記
、
楊
衢
青
・
元
同
市
副
市

長
、
鄧
野･

元
同
市
公
安
局
国
境
防
衛
分
局
長
と

陳
恩
同
政
治
委
員
で
あ
る
。
こ
の
肩
書
を
見
れ
ば

分
か
る
よ
う
に
、
湛
江
市
の
党
と
政
府
、
公
安
部

門
の
責
任
者
が
共
謀
し
た
大
型
密
輸
事
件
で
あ
る
。

価
格
に
し
て
一
一
〇
億
元
の
密
輸
を
行
っ
て
国
家

に
六
二
億
元
の
損
失
を
被
ら
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
れ
な
ど
は
ま
だ
小
児
科
で
あ
り
、
中

国
で
最
大
の
密
輸
事
件
は
、
福
建
省
で
発
覚
し
、

現
在
取
り
調
べ
が
進
ん
で
い
る
厦
門
海
関
事
件
だ

と
言
わ
れ
る
。

同
事
件
の
調
査
の
た
め
に
北
京
か
ら
一
九
九
九

年
四
月
に
南
下
し
た
専
門
調
査
組
は
二
〇
〇
名
以
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上
、
福
州
で
二
〇
〇
人
、
厦
門
で
も
二
〇
〇
人
の

調
査
員
を
増
員
し
た
。
組
長
は
劉
麗
英
中
央
紀
律

検
査
委
副
書
記
で
、
彼
女
は
陳
希
同
事
件
の
調
査

を
担
当
し
た
筋
金
入
り
の
女
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、

朱
鎔
基
が
徹
底
調
査
を
指
示
し
、
江
沢
民
も
関
連

し
た
も
の
は
誰
で
も
審
査
す
る
よ
う
指
示
し
た
と

言
わ
れ
る
。
年
内
に
は
審
査
が
終
わ
る
と
伝
え
ら

れ
る
。

最
近
、
明
る
み
に
出
た
大
物
は
、
成
克
杰
全
人
代

常
務
委
副
委
員
長
で
あ
る
。
彼
は
壯
族
の
出
身
で

広
西
壯
族
自
治
区
上
林
県
に
生
ま
れ
た
生
粋
の
広

西
土
着
幹
部
で
あ
る
。
八
六
年
に
自
治
区
政
府
の

副
主
席
に
抜
擢
さ
れ
、
九
八
年
に
主
席
に
昇
任
し

て
広
西
自
治
区
党
委
副
書
記
兼
政
府
主
席
と
し
て

絶
大
の
権
力
を
振
る
っ
た
。
数
年
前
か
ら
頻
発
し

て
い
る
広
西
幹
部
の
汚
職
と
の
関
連
が
取
沙
汰
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
九
九
年
八
月
に
汚
職
で
無
期

懲
役
の
判
決
を
受
け
た
同
自
治
区
の
元
副
主
席
徐

炳
松
が
「
自
分
よ
り
も
っ
と
悪
い
奴
が
い
る
」
と

成
克
杰
を
告
発
し
、
そ
れ
が
逮
捕
に
つ
な
が
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
成
克
杰
の
逮
捕
後
、
広
西
で
は
区

政
府
財
政
庁
長
な
ど
庁
・
局
級
の
要
人
逮
捕
が
続

い
て
お
り
、
ど
れ
だ
け
拡
大
す
る
の
か
現
時
点
で

は
見
当
も
つ
か
な
い
。

（
４
）地
方
幹
部
が
密
輸
に
走
る
理
由

で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
に
地
方
幹
部
の
汚
職
が

横
行
す
る
の
か
？

ま
ず
公
職
者
に
対
す
る
報
酬
が
極
め
て
低
い
こ

と
が
あ
る
。

次
に
制
度
上
の
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
最
近

地
方
幹
部
の
密
輸
に
絡
む
事
件
が
増
大
し
て
い
る

が
、
こ
の
背
景
と
し
て
、
正
常
な
貿
易
に
対
す
る

関
税
収
入
は
国
家
（
中
央
財
政
）
の
収
入
に
な
っ

て
地
方
財
政
を
潤
さ
な
い
の
に
対
し
、
密
輸
取
り

締
ま
り
に
当
た
る
公
安
部
門
は
各
地
地
方
政
府
に

所
属
し
、
密
輸
取
り
締
ま
り
に
よ
る
罰
金
と
押
収

品
の
収
入
が
地
方
政
府
の
財
政
に
入
る
た
め
に
、

地
方
の
増
収
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
密
輸
取
り
締
ま
り
で
罰
金
と
押
収
品
が
増

大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
地
方
財
政
が
潤
う
こ
と
に

な
る
。
露
骨
に
言
う
と
密
輸
が
盛
ん
に
な
っ
た
方

が
地
方
政
府
は
儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
現
地
の
取
り
締
ま
り
を
担
当
す
る

基
層
の
地
方
政
府
が
密
輸
を
見
逃
し
た
り
、
あ
る

い
は
密
輸
業
者
と
結
託
し
た
り
す
る
傾
向
が
出
現

す
る
。
基
層
の
地
方
政
府
の
上
部
機
関
で
あ
る
省

政
府
も
そ
の
方
が
収
入
が
増
大
す
る
た
め
（
恐
ら

く
は
公
私
共
に
収
入
が
増
大
す
る
た
め
）
に
、
基

層
地
方
政
府
の
密
輸
を
野
放
し
に
し
た
り
、
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
す
る
。
そ
れ
が
、
今
ま
で
中
央
政
府

が
度
々
密
輸
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
命
令
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
効
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
大
き

な
原
因
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
朱
鎔
基
総
理
が
取
っ
た
対
策
は
、

密
輸
取
り
締
ま
り
で
得
た
罰
金
と
没
収
品
の
収
入

を
、
報
償
金
と
し
て
取
り
締
ま
り
部
門
に
配
分
す

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の

罰
金
と
没
収
品
で
得
た
全
額
は
先
ず
国
庫
に
納
め

る
が
、
そ
の
中
か
ら
か
な
り
の
部
分
を
取
り
締
ま

り
部
門
の
装
備
改
善
と
取
り
締
り
部
門
の
待
遇
改

善
に
当
て
る
と
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
取
り
締
ま

り
部
門
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
密
輸
が
全
く
な
く
な

れ
ば
「
金
の
卵
を
生
む
鶏
」
を
失
う
こ
と
に
な
る

の
で
痛
し
痒
し
の
感
も
あ
る
が
、
莫
大
な
報
償
金

を
堂
々
と
得
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

た
め
、
本
気
で
密
輸
の
取
り
締
ま
り
を
は
じ
め
た

と
い
う
の
が
最
近
の
状
況
で
あ
る
。
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そ
の
効
果
を
見
る
と
、
九
九
年
の
海
関
税
収
は

大
幅
に
増
大
し
中
央
財
政
上
納
額
が
一
五
八
九･

六
億
元
と
、
年
初
計
画
を
七
六
九
億
元
超
過
し
て

達
成
す
る
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
九
八
年

に
比
較
す
る
と
七
一
〇
億
元
の
増
収
で
増
加
幅
は

何
と
八
〇･

八
％
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
増
加
原
因

は
密
輸
取
り
締
ま
り
の
強
化
だ
け
で
な
く
、
内
需

拡
大
政
策
と
需
要
の
増
大
に
も
因
っ
て
い
よ
う
が
、

密
輸
取
り
締
ま
り
の
強
化
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
朱
鎔
基
も
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

密
輸
取
り
締
ま
り
で
得
た
収
入
か
ら
一
定
の
比
率

で
報
償
金
を
出
す
と
い
う
大
胆
な
方
式
で
成
果
を

上
げ
た
の
は
寂
し
い
と
言
え
ば
寂
し
い
が
、「
白
猫

で
も
黒
猫
で
も
、
ネ
ズ
ミ
を
捕
ら
え
る
の
が
良
い

猫
」
の
例
え
も
あ
り
、
そ
れ
で
良
し
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
）極
度
に
安
い
企
業
経
営
者
の
報
酬

中
国
の
汚
職
は
底
知
れ
な
い
。
党
・
政
・
軍
の

各
機
関
か
ら
各
企
業
、
事
業
単
位
は
も
ち
ろ
ん
、

公
安
機
関
や
司
法
機
関
も
例
外
で
な
い
。
ま
る
で

国
を
挙
げ
て
汚
職
・
収
賄
の
道
を
歩
ん
で
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。
以
上
は
幹
部
に
よ
る
汚
職
の
中

の
官
僚
に
よ
る
汚
職
の
紹
介
だ
が
、
以
下
で
は
企

業
家
の
汚
職
・
腐
敗
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

「
企
業
家
」
と
言
っ
て
も
、
こ
こ
で
は
国
有
企
業

経
営
者
を
対
象
と
す
る
。
国
有
企
業
の
経
営
者
は
、

国
家
幹
部
と
し
て
行
政
幹
部
と
同
様
な
扱
い･

待

遇
を
受
け
る
た
め
、
民
営
・
外
資
・
合
弁
企
業
の

経
営
者
と
は
性
質
が
異
な
る
。
汚
職
に
し
て
も
、

民
営
・
外
資
・
合
弁
の
企
業
経
営
者
は
企
業
利
益

の
追
求
を
第
一
と
し
た
、
企
業
の
利
益
絡
み
の
も

の
が
多
く
、
そ
の
間
に
自
分
の
懐
を
温
め
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
国
有
企
業
経
営
者
の

汚
職
は
、
企
業
資
産
の
横
流
し
や
製
品
の
不
当
な

値
引
き
に
よ
る
収
賄
な
ど
、
自
分
の
企
業
利
益
を

食
い
物
に
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
る
。

国
有
企
業
経
営
者
が
汚
職
に
走
る
最
大
の
理
由

は
、
彼
ら
が
国
家
幹
部
と
同
様
な
待
遇
を
受
け
て

い
て
、
そ
の
報
酬
が
極
め
て
低
い
た
め
だ
と
い
う

の
が
常
識
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、『
生
活
時
報
』（
光
明
日
報
社
発
行
）
が

一
九
九
九
年
八
月
一
八
日
に
掲
載
し
た
資
料
「
一

九
九
八
年
度
北
京
地
区
公
司
雇
員
薪
資
調
査
」
を

紹
介
し
て
み
よ
う
（
表
）。
こ
れ
は
北
京
地
区
に
あ

る
外
資
の
在
中
代
表
処
、
一
〇
〇
％
外
資
企
業
、

（ 単 位 ： 元 ）

企 業 分 類 月 給 月 給 合 計 年 総 収 入

外 資 在 中 代 表 処 １８，０７５ ２１６，９００ ２３１，８１７

１００％ 外 資 企 業 １１，３２６ １３５，９１２ ２１５，３７７

合 弁 企 業 ８，８２７ １０５，９２４ １７０，８５２

民 営 企 業 ５，３５５ ６４，２６０ １１０，２５０
国 有 企 業 ２，９８３ ３５，７９６ ５７，２１８

注 ： 月 給 合 計 は 読 者 が 比 較 し や す い よ う 月 給 を 単 純 に １２倍 し た も の 。
年 総 収 入 に は 月 給 以 外 の ボ ー ナ ス な ど を 含 む 。

（ 資 料 ） 「 １９９８年 度 北 京 地 区 公 司 雇 員 薪 資 調 査 」 『 生 活 時 報 』 （ 光 明 日 報 社 ）
１９９９年 ８ 月 １８日

表　北京地区の経理級以上の管理者の賃金
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合
弁
企
業
、
民
営
企
業
、
国
有
企
業
の
経
理
級
以

上
の
管
理
者
の
月
給
と
年
総
収
入
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
同
じ
管
理
者
で
も
企
業
性
質
に
よ
る
格

差
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
が
知
れ
る
。
国
有
企
業

経
営
者
は
外
資
系
に
比
べ
て
６
分
の
１
、
民
営
企

業
に
も
は
る
か
に
及
ば
な
い
収
入
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
方
に
行
く
と
同
じ
国
有
企
業
の
経

営
者
で
も
手
当
な
ど
の
面
で
大
き
な
差
が
生
じ
る
。

例
え
ば
、
吉
林
省
四
三
三
の
企
業
経
営
者
（
董
事

長
が
二
七
％
、
総
経
理
が
四
五･

九
％
、
工
場
長
が

二
七･

一
％
）
を
対
象
と
し
た
調
査
「
経
営
者
は
収

入
の
低
さ
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
」（『
中
国
経
済

時
報
』
一
一
月
二
九
日
付
）
は
、
企
業
経
営
者
の

平
均
賃
金
が
一
四
二
〇
元
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
異
な
る
所
有
制
と
異
な
る
規
模
の
企
業
を
対
象

と
し
て
い
る
の
で
、
北
京
の
調
査
と
単
純
に
比
較

で
き
な
い
が
、
四
三
三
中
の
六
四･

二
％
が
国
有
企

業
、
ま
た
八
七･

八
％
が
大
中
型
企
業
だ
と
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う
。

後
者
の
調
査
か
ら
は
、
国
有
企
業
経
営
者
の
待

遇
の
悪
さ
が
全
国
的
な
も
の
で
、
し
か
も
待
遇
の

悪
さ
に
不
満
を
持
つ
経
営
者
が
多
い
こ
と
、
企
業

経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
が
政
府
主
管
部
門
に
よ
っ
て

任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
経
営
者
の
任

免
を
担
当
す
る
人
事
・
組
織
部
門
は
、
経
営
リ
ス

ク
に
関
連
を
持
た
な
い
た
め
、
経
営
者
の
任
免
の

際
に
経
営
業
績
を
あ
ま
り
参
考
に
し
な
い
。
そ
の

た
め
に
企
業
経
営
者
は
上
部
と
の
関
係
を
良
く
す

る
こ
と
が
、
経
営
管
理
を
良
く
す
る
こ
と
よ
り
も

重
要
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
営

者
は
上
部
主
管
部
門
と
の
関
係
で
動
く
た
め
に
経

営
の
善
し
悪
し
よ
り
も
、
主
管
部
門
の
機
嫌
を
損

ね
な
い
こ
と
を
第
一
に
し
て
行
動
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
経
営
者
の
報
酬
は
、
そ
の
個
人

的
な
才
能
、
企
業
管
理
で
挙
げ
た
貢
献
と
責
任･

リ
ス
ク
に
関
係
な
く
、
企
業
内
の
等
級
別
賃
金
表

に
従
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
６
）「
中
国
の
煙
草
王
」
の
悲
劇

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
企
業
管
理
体
制
の
下
で

起
き
た
国
有
企
業
経
営
者
の
汚
職
例
を
一
つ
紹
介

し
よ
う
。「
中
国
の
煙
草
王
」
と
呼
ば
れ
た
�
時
健

の
場
合
で
あ
る
。

彼
は
一
九
二
八
年
に
雲
南
に
生
ま
れ
、
解
放
戦

争
に
参
加
し
て
負
傷
し
た
が
、
そ
の
後
の
反
右
派

闘
争
で
は
批
判
さ
れ
て
失
脚
す
る
な
ど
変
化
に
富

ん
だ
人
生
を
送
っ
た
。
し
か
し
、
改
革･

開
放
の
時

代
に
入
る
と
頭
角
を
現
し
、
雲
南
の
中
型
煙
草
企

業
に
す
ぎ
な
か
っ
た
玉
渓
煙
草
工
場
の
工
場
長
に

就
任
し
て
か
ら
同
工
場
を
急
速
に
発
展
さ
せ
、
一

九
八
七
年
に
は
生
産
額
八
・
一
四
億
元
、
税
収
七･

六
億
元
を
あ
げ
、
全
国
煙
草
産
業
と
雲
南
省
に
お

け
る
模
範
企
業
に
育
て
上
げ
た
。
八
九
年
に
�
時

健
は
全
国
優
秀
企
業
家
に
選
出
さ
れ
た
。
九
七
年

に
改
名
し
て
玉
渓
紅
塔
煙
草
集
団
と
な
っ
た
企
業

の
年
間
実
現
利
潤･

納
税
額
は
一
九
三･

九
億
元
、

輸
出
に
よ
る
外
貨
収
入
一･

二
億
米
ド
ル
と
中
国

で
も
屈
指
の
大
企
業
に
成
長
し
た
。
そ
の
う
え
水

力
発
電
所
や
高
速
道
路
な
ど
へ
の
投
資
な
ど
、
多

角
化
経
営
も
成
果
を
あ
げ
て
、
同
年
一
一
月
末
で

の
玉
渓
紅
塔
煙
草
集
団
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
投
資
件

数
は
五
〇
件
、
投
資
額
累
計
が
四
八･

八
億
元
と

拡
大
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
成
果
は
九
六
年
末
に

�
時
健
の
汚
職
が
発
覚
し
て
企
業
の
内
部
調
査
が

始
ま
り
、
煙
草
価
格
が
大
幅
に
下
落
し
た
状
況
に

お
け
る
評
価
で
あ
る
。

�
時
健
は
雲
南
の
町
工
場
を
世
界
的
な
企
業
に

成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
国
内
を
走
り
回
り
、
次
に
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世
界
各
地
を
飛
び
回
っ
た
。
玉
渓
紅
塔
煙
草
集
団

が
世
界
的
な
企
業
に
成
長
し
た
後
、
彼
が
情
報
を

交
換
し
、
商
談
を
行
う
相
手
は
世
界
的
な
富
豪
か

世
界
的
大
企
業
の
経
営
者
で
、
自
家
用
車
で
な
く

自
家
用
飛
行
機
を
乗
り
回
す
連
中
が
相
手
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
�
時
健
の
報
酬
は
副
省
長
級
な
の

で
最
高
で
も
二
〇
〇
〇
元
前
後
だ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
彼
の
交
通
費
や
宿
泊
費
は
公
司
の
費
用
と
し

て
別
枠
で
支
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て

も
世
界
的
企
業
に
成
長
し
た
玉
渓
紅
塔
煙
草
集
団

の
総
裁
と
し
て
国
内
の
党
政
幹
部
の
企
業
視
察
を

接
待
し
、
世
界
的
な
企
業
経
営
者
と
商
談
を
ま
と

め
る
の
に
こ
の
報
酬
は
余
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
。

し
か
も
、
彼
は
企
業
の
長
と
し
て
共
に
経
営
活
動

に
参
加
す
る
部
下
の
面
倒
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
�
時
健
が
汚
職
で
逮
捕
さ
れ
た
時
、
ま
た
無

期
懲
役
の
判
決
が
下
っ
た
際
に
企
業
仲
間
か
ら
同

情
の
声
が
起
き
た
の
も
、
そ
の
辺
の
理
由
か
ら
で

あ
る
。

判
決
に
よ
る
と
、
�
時
健
は
九
五
年
の
六
月
か

ら
七
月
の
間
に
職
務
上
の
便
宜
を
利
用
し
て
公
金

三
五
五
万
一
〇
六
一
米
ド
ル
を
横
領
し
て
分
配
し

た
こ
と
が
汚
職
罪
、
ま
た
人
民
元
に
換
算
し
て
四

〇
三
万
元
と
六
二
万
香
港
ド
ル
の
合
法
的
な
出
所

を
説
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
巨
額
財
産
出
所
不

明
罪
に
問
わ
れ
、
死
刑
に
処
す
べ
き
と
こ
ろ
を
自

首
し
て
事
実
を
全
て
自
供
し
た
こ
と
と
公
金
を
全

額
返
済
し
た
こ
と
で
情
状
酌
量
し
、
無
期
懲
役･

政
治
権
利
終
身
剥
奪･

財
産
二
〇
万
元
没
収
と
出

所
不
明
の
四
〇
三
万
元
と
六
二
万
香
港
ド
ル
の
没

収
と
な
っ
た
。

（
７
）
共
産
党
支
配
企
業
の
ジ
レ
ン
マ

国
有
企
業
経
営
者
は
、
一
般
に
六
〇
歳
の
年
齢

制
限
を
前
に
し
て
汚
職
収
賄
に
走
る
。
い
わ
ゆ
る

「
五
九
歳
現
象
」
で
あ
る
。
六
〇
歳
を
直
前
に
し
て

老
後
を
考
え
る
と
、
貯
蓄
は
な
く
、
年
金
も
多
額

は
望
め
ず
、
し
か
も
従
来
は
死
ぬ
ま
で
保
障
さ
れ

て
い
た
医
療
や
住
宅
も
雲
行
き
が
怪
し
い
。
自
分

に
権
限
が
残
っ
て
い
る
う
ち
に
危
な
い
橋
を
渡
っ

て
で
も
老
後
の
保
障
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
気
に

な
っ
た
と
し
て
も
怪
し
む
に
足
り
な
い
。

幸
い
な
こ
と
に
、
中
共
中
央
は
最
近
こ
の
状
態

に
気
づ
い
て
対
策
を
考
慮
し
始
め
て
い
る
。
い
や
、

今
ま
で
気
づ
い
て
い
な
が
ら
も
手
が
回
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
う
や
く
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
国
有
企
業
の
改
革
と
発
展
の
重
大
な
問

題
に
関
す
る
中
共
中
央
の
決
定
」
は
、
企
業
経
営

者
の
任
免
と
管
理
、
経
営
業
績
と
リ
ン
ク
さ
せ
た

奨
励
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
樹
立
、
経
営
者
に
対
す
る
年

俸
制
の
実
施
と
持
株
制
な
ど
、
か
な
り
大
胆
な
手

直
し
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
、
国
有
企
業
の
経
営
者
に
対
す
る
中
共

中
央
の
人
事
権
と
管
理
権
は
決
し
て
手
放
さ
な
い

と
強
調
し
て
い
る
。
党
組
織
か
ら
送
り
込
ま
れ
る

企
業
の
党
務
担
当
者
に
は
、
引
退
年
齢
の
迫
っ
た

党
政
幹
部
の
天
下
り
幹
部
が
多
い
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
る
。
こ
の
企
業
の
党
務
担
当
者
ま
で
経
営

者
と
同
様
に
優
遇
す
る
こ
と
は
企
業
に
対
す
る
負

担
の
加
重
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
現
在
の
中
共

は
こ
れ
ら
党
員
幹
部
が
実
権
を
握
っ
て
い
る
以
上
、

彼
ら
の
切
実
な
要
求
を
無
視
す
る
こ
と
は
至
難
の

業
で
あ
り
、
鉄
腕
を
謳
わ
れ
る
朱
鎔
基
と
言
え
ど

も
簡
単
に
片
づ
く
問
題
で
は
な
い
。
ど
う
や
ら
、

国
有
企
業
の
改
革
は
さ
ら
な
る
難
題
を
抱
え
た
よ

う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

（『
中
国
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
二
〇
〇
〇
年
版
、
Ａ

５
判
五
六
〇
頁
、
本
体
三
〇
〇
〇
円
、
二
〇
〇
〇

年
六
月
刊
、「
序
　
中
国
へ
の
視
角
」
よ
り
抜
粋)
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地方政府 サイト名 アドレス http:// 

北京市 首都之窓 www.beijing.gov.cn 

天津市 天津之窓 www.tianjin-window.com 

河北省 
石家荘市 

河北互聯網 
中国石家荘 

www.hebnet.gov.cn 
www.chinacity.net/zgcs/hebei/shijiazhuang/index.htm 

山西省 
太原市 

中国山西省 
中国太原 

www.chinacity.net/zgcs/shanxi/index.htm 
www.chinacity.net/zgcs/shanxi/taiyuan/index.htm 

内蒙古自治区 
 フフホト市 

内蒙古之窓 
中国呼和浩特 

www.innermongolia.net.cn 
www.chinacity.net/zgcs/neimenggu/huhehaoto/index.htm 

遼寧省 
 瀋陽市 
 大連市 

遼寧省政府網頁 
瀋陽市人民政府 
大連信息網政府版 

www.ln.gov.cn 

www.shenyang.gov.cn 

www.dalian.gov.cn 

吉林省 
 長春市 

中国彩虹 
中国長春 

www.jilin.gov.cn 
www.chinacity.net/zgcs/jilin/changchun/index.htm 

黒龍江省 
 ハルピン市 

黒龍江省人民政府 
中国哈爾浜 

www.hlj.gov.cn    
www.harbin.gov.cn 

上海市 中国上海 www.shanghai.gov.cn 

江蘇省 
 南京市 
 連雲港市 
 蘇州市 

江蘇省政府上網工程 
中国南京 
連雲港市人民政府 
中国蘇州 

www.gov.jsinfo.net  

www.nanjing.gov.cn  

www.lyg.cn          

www.suzhou.gov.cn 

浙江省 
 杭州市 
 寧波市 
 温州市 

浙江省人民政府 
中国杭州 
寧波市人民政府網站 
温州市人民政府網站 

www.zhejiang.gov.cn 

www.hangzhou.gov.cn  

www.ningbo.gov.cn 

www.wenzhou.gov.cｎ 

安徽省 
 合肥市 

安徽省人民政府主網站 
中国合肥 

www.anhui.gov.cn 
www.hefei.gov.cn  

福建省 
 福州市 
 アモイ市 

福建省政府 
中国福州 
中国厦門 

www.fujian.gov.cnwww.anhui.gov.cn 
www.chinacity.net/zgcs/fuzhou/index.htm 
www.chinacity.net/zgcs/fujian/xiamen/index.htm 

江西省 
 南昌市 

 
中国南昌 

 
www.nanchang.gov.cn/www.fujian.gov.cn 

山東省 
済南市 
青島市 
煙台市 

山東省政府上網工程 
済南市政府信息公衆組 
青島之窓 福建省政府 
中国煙台 

www.sdgov.cninfo.net 

www.jinan.gov.cn 

www.qingdaochina.org 

www.chinacity.net/zgcs/shandong/yantai/index.htm  

地方政府ホームページ一覧
（『中国情報ハンドブック』2000 年版より抜粋）
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地方政府 サイト名 アドレス http:// 

河南省 
 鄭州市 

河南省人民政府 
鄭州人民政府 

www.henan.gov.cn 
www.zhengzhou.gov.cn 

湖北省 
武漢市 

湖北省人民政府 
武漢市人民政府 

www.govinfo.cei.gov.cn/dfzfwy1.htm 
www.wuhan.gov.cn 

湖南省 
長沙市 

中国湖南 
中国長沙 

www.hnnews.gov.cn 
www.chinacity.net/zgcs/hunan/changsha/index.htm 

広東省 
広州市 
深 市 
汕頭市 
珠海市 

広東省人民政府公衆網 
広州市人民政府信息網 
深 市政府信息服務系統 
汕頭市人民政府 
珠海市政府信息網 

www.gd.gov.cn 
www.gzcity.gov.cn 
210.73.02/HOME.HTM 
www.gdst.gov.cn 
www.zhuhaiinfo.net 

広西壯族自治区 
南寧市 

広西自治区政府網 
中国南寧 

www.gxi.gov.cn/index.asp 
www.chinacity.net/zgcs/guanxi/nanning/index.htm 

海南省 
海口市 

海南省人民政府 
海口市人民政府 

www.hainan.gov.cn 
www.haikou.gov.cn 

重慶市 重慶市政府公共信息網 www.cq.gov.cn 

四川省 
成都市 

中国四川網頁 
成都之窓 

www.sichuan.gov.cn    
www.cdw.gov.cn/index.htm 

貴州省 
貴陽市 

貴州省政府上網工程主頁 
中国貴陽 

www.gzgov.cn 
www.guiyang.gov.cn 

雲南省 
昆明市 

政府上網工程網站 
昆明市政府公衆信息服務網 

www.yn.gov.cn 
kmpg.gov.cn 

チベット自治区 
ラサ市 

中国西蔵自治区 
中国拉薩 

www．ｃhinacity．net/zgcs/xizang/index．htm 
www．chinacity．net/zgcs/xizang/lasa/index．htm 

甘粛省 
蘭州市 

甘粛省人民政府 
蘭州市人民政府 

www.gansu.gov.cn 
www.lz.gansu.gov.cn 

陝西省 
西安市 

陝西省人民政府 
西安市人民政府 

203.93.40.252/sxxx/gv.htm 
202.100.16.116 

青海省 
西寧市 

中国青梅 
中国西寧 

www.qh.gov.cn 
www.xining.gov.cn 

寧夏回族自治区 
銀川市 

寧夏政府上網工程 
中国銀川 

www.nx.cninfo.net/gov/index.htm 
www.chinacity.net/zgcs/ningxia/yinchuan/index.htm 

新疆ウイグル自治区 
ウルムチ市 

 
烏魯木斉之窓 

 
www.urumqi.gov.cn/ 

香港特別行政区 香港特別行政区 www.info.gov.hk 

マカオ特別行政区 澳門特別行政区 www.macau.gov.mo/c_index.html 

 

地方政府ホームページ一覧・続き
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中
国
的
な
る
も
の
を
考
え
る
�

　
戯
劇
と
社
会
史

　
　
　
　
　
福
本
勝
清
（
明
治
大
学
教
授
）

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
何
度
も
旅
芸
人
を
登
場

さ
せ
て
き
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
筆
者
が
演
劇

（
伝
統
劇
で
あ
れ
、
新
劇
で
あ
れ
）
に
は
全
然
詳
し

く
な
い
こ
と
を
前
回
述
べ
た
。
中
国
近
現
代
史
、
と

く
に
社
会
史
の
史
料
と
し
て
、
各
地
の
文
史
資
料

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
あ
れ
こ

れ
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
何
と
は
な
し
に
戯
劇
に

つ
い
て
も
読
む
よ
う
に
な
り
、
読
ん
で
い
る
う
ち

に
面
白
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
戯
劇
に
関
す
る
興
味
は
実
は
劇
団
員
の
お

い
た
ち
や
生
活
に
対
す
る
興
味
で
も
あ
る
。
そ
れ

以
外
に
も
、
観
客
、
つ
ま
り
演
劇
と
い
う
興
行
を

支
え
て
い
る
民
衆
に
対
す
る
興
味
も
も
ち
ろ
ん
あ

る
。

一
九
三
七
年
、
抗
日
戦
争
勃
発
後
の
、
河
北
中

部
の
話
で
あ
る
。「
七
・
七
」
後
、
河
北
各
地
に
次
々

と
救
国
会
が
で
き
、
そ
の
な
か
か
ら
宣
伝
工
作
の

有
力
な
手
段
と
し
て
抗
日
劇
団
が
生
ま
れ
て
く

る
。
冀
中
蠡
県
の
傅
鐸
は
、
勉
学
の
機
会
を
失
っ

た
後
、
家
で
農
業
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
救
国
会

運
動
に
参
加
、
つ
い
で
抗
日
劇
団
創
立
に
関
わ
る

こ
と
に
な
る
。
彼
は
保
定
の
教
会
付
属
の
劇
団
で

一
年
ほ
ど
文
明
戯
（
新
劇
）
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
か
つ
蠡
県
の
抗
日
劇
団
創
立
の
提
唱
者
劉
通

庸
が
彼
の
高
級
小
学
時
代
の
恩
師
で
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
先
ず

困
っ
た
の
は
、
劇
団
員
を
集
め
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
各
抗
日
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
若
者
た
ち
、

学
生
（
元
学
生
）
や
教
員
た
ち
が
、
劇
団
員
に
な

る
こ
と
は
旧
時
の
役
者
に
な
っ
た
り
芸
人
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
と
同
じ
だ
と
考
え
、
し
り
ご
み
し

が
ち
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
女
性
の
場
合
、

家
の
も
の
が
許
さ
ず
、
本
人
が
同
意
し
て
も
、
家

に
連
れ
戻
さ
れ
る
か
、
ひ
ど
い
時
に
は
監
禁
さ
れ

る
者
も
い
て
、
人
集
め
は
大
変
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
よ
う
や
く
二
十
数
人
が
集
ま
り
、
三

八
年
二
月
、
新
し
い
劇
団
が
つ
く
ら
れ
る
。
名
前

は
新
世
紀
劇
社
、
社
長
は
張
春
霖
、
傅
鐸
が
劇
務

部
（
演
劇
部
門
）
の
責
任
者
で
あ
り
、
劉
通
庸
は

直
接
劇
団
に
参
加
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
実

質
的
に
は
老
板
（laoban

）
で
あ
っ
た
。

日
本
軍
の
攻
撃
の
前
に
国
民
党
が
敗
走
し
た
後

の
、
し
か
し
ま
だ
日
本
軍
が
実
質
的
な
占
領
統
治

を
開
始
す
る
前
の
、
短
い
間
、
冀
中
地
区
は
一
種

の
「
黄
金
時
代
」
を
経
験
し
て
い
た
。
各
県
城
は
、

未
だ
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多

く
、
一
種
の
真
空
状
態
に
あ
っ
た
。
地
主
の
な
か

に
は
、
国
民
党
軍
と
と
も
に
南
下
し
た
者
や
、
県

城
に
逃
れ
、
田
舎
と
は
う
ま
く
連
絡
が
と
れ
な

か
っ
た
者
も
い
た
こ
と
か
ら
、
小
作
料
を
納
め
ず

に
す
ん
だ
農
民
た
ち
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
治

安
が
乱
れ
、
土
匪
が
跋
扈
し
、
無
法
状
態
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
つ
か
の
間
の
解
放

感
に
浸
れ
た
時
期
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

抗
日
劇
団
は
こ
の
よ
う
な
時
期
に
出
現
し
た
の

で
あ
る
。
伝
統
劇
の
こ
と
な
ら
よ
く
知
っ
て
い
る

冀
中
地
区
の
民
衆
も
、
新
劇
（
話
劇
）
が
な
に
を

や
る
の
か
ま
っ
た
く
何
も
し
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら

は
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
で
、
抗
日
劇
団
の
初
公
演
を

見
に
や
っ
て
来
た
。
第
一
回
公
演
は
大
成
功
だ
っ
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た
。
評
判
は
蠡
県
県
城
全
体
に
な
り
響
き
、
あ
ま

り
の
う
れ
し
さ
に
、
劉
通
庸
は
酔
っ
た
か
の
よ
う

に
舞
い
上
が
っ
て
い
た
。
次
は
農
村
へ
の
巡
業
公

演
で
あ
っ
た
。
春
、
花
の
咲
く
季
節
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
劇
団
は
、
蠡
県
各
地
の
村
々
、
各
鎮
を

廻
っ
て
公
演
し
、
抗
日
宣
伝
に
つ
と
め
た
。

公
演
は
、
城
鎮
に
比
べ
観
劇
の
機
会
の
少
な
い

農
民
た
ち
に
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。
抗
日
劇
（
国

防
劇
）
と
し
て
知
ら
れ
る
『
放
下
�
的
鞭
子
』

(Fang 
xia 

ni 
de 
bianzi)

を
演
じ
て
い
る

時
の
こ
と
、
ち
ょ
う
ど
劇
中
で
は
大
道
芸
人
の
娘

が
「
在
松
花
江
上
」(Z

a
i
 
S
o
n
g
h
u
a
j
i
a
n
g

s
h
a
n
g
)

を
歌
い
終
わ
り
、
年
老
い
た
芸
人
が
周

り
の
見
物
人
（
を
演
じ
て
い
る
劇
団
員
）
に
向
か

い
「
ど
う
か
お
恵
み
を
」
と
小
銭
を
求
め
る
シ
ー

ン
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
本
気
に
し
た
観
客
が
思
い

思
い
に
舞
台
に
向
か
っ
て
銅
銭
を
投
げ
、
中
に
は

銀
元
ま
で
投
じ
る
者
（
東
北
人
）
も
お
り
、
多
い

時
に
は
、
銅
銭
九
百
枚
以
上
が
集
ま
っ
た
と
い

う
。さ

ら
に
、
話
劇
「
活
路
」(Huolu)

で
は
日
本
鬼

子(guizi)

に
主
人
公
の
老
人
が
苛
め
ら
れ
、
ひ

ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
て
い
る
の
に
怒
っ
た
娘
が
、

日
本
人
を
痛
撃
し
よ
う
と
す
る
場
面
で
は
、
興
奮

し
た
観
客
た
ち
は
瓦
や
レ
ン
ガ
の
か
け
ら
を
日
本

人
に
向
か
っ
て
投
げ
つ
け
、
日
本
鬼
子
を
演
じ
て

い
た
張
震
に
怪
我
を
お
わ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
張
震
は
、
そ
れ
が
自
分
の
演
技
が
優

れ
て
い
た
か
ら
だ
と
得
意
で
あ
っ
た
。
話
劇
「
張

家
店
」(Zhangjiadian)

で
は
、
や
は
り
若
い
婦

人
を
犯
そ
う
と
日
本
鬼
子
に
対
し
、
女
は
包
丁
を

手
に
し
て
抵
抗
。
女
が
包
丁
を
高
く
掲
げ
る
や
、

観
客
は
一
斉
に
叫
ん
だ
「
殺
せ
！
　
殺
せ
！
」。
包

丁
が
鬼
子
の
首
に
か
か
る
や
、
「
ぐ
い
っ
と
や

れ
！
」
と
大
き
な
声
が
か
か
る
。
本
来
は
、
そ
の

ま
ま
一
刀
で
し
と
め
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
あ
ま

り
に
観
客
の
気
分
が
高
揚
し
て
い
る
の
で
、
演
じ

て
い
た
沈
雁
は
、
切
っ
て
は
押
し
、
押
し
て
は
切

る
と
い
う
よ
う
に
、
何
回
も
繰
り
返
し
、
観
客
の

拍
手
喝
采
を
受
け
た
。

新
世
紀
劇
社
は
、
蠡
県
を
く
ま
な
く
周
り
、
さ

ら
に
安
国
、
望
都
、
博
野
、
高
陽
、
清
苑
各
県
に

ま
で
及
ん
だ
。
三
八
年
八
月
、
冀
中
区
抗
戦
建
国

連
合
会
は
大
衆
の
文
芸
活
動
を
強
化
す
る
た
め
に

劇
団
を
つ
く
る
こ
と
を
決
め
、
蠡
県
新
世
紀
劇
社

は
そ
の
指
導
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
生
ま

れ
育
っ
た
蠡
県
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
（
傅
鐸

「
新
世
紀
劇
社
」『
革
命
史
資
料
』
第
七
輯
、
一
九

八
二
年
）。

こ
の
傅
鐸
の
回
想
記
を
読
ん
だ
の
は
随
分
前
の

こ
と
だ
が
、
演
じ
る
者
と
見
る
者
の
ぴ
っ
た
り
と

し
た
呼
吸
と
い
う
か
、
意
気
投
合
ぶ
り
と
い
う
の

か
、
そ
う
し
た
活
き
活
き
と
し
た
気
迫
あ
る
表
現

は
、
強
い
印
象
と
し
て
ず
っ
と
記
憶
に
残
っ
て
い

る
。興

奮
し
た
観
客
が
、
感
極
ま
っ
て
、
劇
中
の
日

本
鬼
子
や
悪
徳
地
主
を
傷
つ
け
た
り
、
最
悪
の
場

合
、
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
話
は
、
ほ
か
に
も
あ

る
。
解
放
後
、
農
村
で
の
こ
と
、
劇
を
見
て
い
た

民
兵
が
、
劇
中
の
地
主
が
あ
ま
り
に
も
憎
々
し
く
、

ま
さ
し
く
恨
み
つ
き
な
い
悪
徳
地
主
そ
の
も
の

だ
っ
た
の
で
、
思
わ
ず
持
っ
て
い
た
銃
で
撃
ち
殺

し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
っ
た
話
を
、
帰
国
者
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
地
主
は

農
民
た
ち
を
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
せ
て
き
た
の
だ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と

に
異
存
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ

う
に
も
思
う
。
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異
様
な
の
は
、
あ
く
ま
で
も
架
空
の
こ
と
と
し

て
「
劇
」
を
一
旦
括
弧
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

役
者
を
傷
つ
け
た
り
、
あ
ま
つ
さ
え
殺
し
て
し

ま
っ
た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
劇
」
で
は
な
く
な

る
。
架
空
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
括
弧
を
は
ず
し
、

直
接
、
現
実
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。
本
来
な
ら
ば
、
劇
が
終
わ
れ
ば
、
も

と
の
状
態
に
復
帰
す
る
は
ず
な
の
に
、
復
帰
で
き

な
く
な
る
。
殺
傷
に
よ
り
現
実
的
な
変
化
が
お
き

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
る
の
に
演
技
者
を
傷
つ
け

た
り
、
殺
し
た
り
す
る
の
は
、
ど
う
も
納
得
が
い

か
な
い
。
あ
る
い
は
、
一
応
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、

劇
が
最
高
潮
に
達
す
れ
ば
、
ど
う
で
も
よ
く
な
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
劇
が
娯
楽
だ
と
す
る
と
、
現

実
の
変
化
は
お
き
て
は
な
ら
な
い
し
、
現
実
の
変

化
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
い
う
の
な
ら
、
演
劇
は
娯

楽
で
は
な
く
な
る
。

話
は
思
い
切
り
飛
ん
で
し
ま
う
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
で
は
、
死
者
が
で
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
、
観
光
目
当
て
の
例
年
の

行
事
で
あ
れ
ば
死
人
が
出
る
と
い
う
の
は
、
お
だ

や
か
で
は
な
い
し
、
日
本
で
あ
れ
ば
即
刻
中
止
に

な
り
か
ね
な
い
。
だ
が
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
本
質

は
祝
祭
で
あ
り
、
観
光
行
事
で
は
な
い
。
ほ
か
に

も
死
人
が
出
る
祭
が
あ
る
。
毎
年
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
、
牛
に
追
わ
れ
て
市
民
（
見

物
人
）
が
走
る
祭
で
は
、
何
年
に
一
回
、
死
人
が

出
る
。
さ
ら
に
、
臆
病
極
ま
り
な
い
行
政
し
か
も

ち
得
な
い
日
本
に
だ
っ
て
、
諏
訪
大
社
の
御
柱
祭

や
各
地
の
だ
ん
じ
り
の
よ
う
に
死
者
が
で
る
危
険

性
の
高
い
祭
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
祭
が
中

止
に
な
ら
な
い
の
は
、
祭
が
単
な
る
観
光
目
当
て

の
も
の
で
も
な
く
、
行
政
の
権
威
の
誇
示
に
で
も

な
く
、
祝
祭
に
立
ち
会
う
人
た
ち
の
「
生
き
直
し
」

（
再
生
）
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
祭
ご
と
に
、
一

年
に
一
度
か
、
何
年
に
一
回
か
、
祭
に
集
う
人
々

は
、「
生
き
直
し
」
を
経
験
す
る
。
そ
の
よ
う
な
祭

か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
る
危
険
性
を
取
り
去
れ

ば
、
単
な
る
年
中
行
事
、
観
光
行
事
と
化
し
、
参

加
者
の
「
生
き
直
し
」
の
機
会
は
失
わ
れ
る
。

祝
祭
に
は
、
秩
序
の
再
生
を
演
出
す
る
厳
粛
さ

と
と
も
に
、
か
な
ら
ず
そ
の
厳
粛
さ
を
吹
き
飛
ば

す
か
の
よ
う
な
乱
痴
気
騒
ぎ
が
く
っ
つ
い
て
い

る
。
乱
痴
気
騒
ぎ
や
無
礼
講
の
な
い
祝
祭
は
、
当

局
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
よ
う
な
祭
は
す
で
に
祝
祭
で
は
な
い
。
す
ぐ
れ

た
文
化
装
置
と
し
て
の
祝
祭
の
意
義
や
機
能
を
喪

失
さ
せ
る
も
の
で
し
か
な
い
。

中
国
に
三
年
居
て
、
日
本
に
帰
っ
て
き
た
ば
か

り
の
頃
、
真
剣
に
考
え
た
の
は
、
過
去
で
あ
れ
現

在
で
あ
れ
、
中
国
に
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
文

化
装
置
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
祝
祭
ば
か
り
か
、
た
と
え
ば
、
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
、
巡
礼
、
青
春
期
の
放

縦
、
と
い
っ
た
す
ぐ
れ
た
文
化
装
置
が
欠
け
て
い

る
（
あ
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
役
割
を
果
た
し
て
い
な

い
）。
そ
れ
ら
は
あ
る
時
期
に
の
み
既
成
の
秩
序
意

識
や
価
値
観
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
を
許
す
も
の

で
あ
っ
た
り
、
あ
る
気
質
の
も
の
や
階
層
の
も
の

（
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
人
々
）
に
、
そ
の
よ
う
な
役
回
り

を
演
出
す
る
こ
と
を
許
す
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
。

本
来
つ
く
り
も
の
で
あ
る
演
劇
が
も
し
、
は
め
を

は
ず
し
、
娯
楽
の
枠
を
は
み
出
す
と
し
た
ら
、
そ

の
代
り
と
な
っ
て
い
る
の
か
な
、
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
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矢
吹
　
晋

尋
租
　rent-seeking

私
が
「
尋
租rent-seeking
」
な
る
中
国
語

を
初
め
て
聞
い
た
の
は
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
一

日
の
こ
と
で
あ
る
。
細
か
い
日
付
ま
で
記
憶
し
て

い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
朝
、『
人
民
日
報
』
が
私

の
捏
造
対
談
を
掲
載
し
た
日
だ
か
ら
だ
。
た
ま
た

ま
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
招
き
で
来
日
さ
れ
た
呉

敬
�
教
授
を
つ
か
ま
え
て
、
対
談
し
た
（
そ
の
記

録
は
『
日
中
経
済
協
会
会
報
』
一
九
九
一
年
一
月

号
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、「
尋
租
」
問
答
は
な
い
。

私
が
そ
の
意
味
を
理
解
で
き
ず
、
話
は
そ
れ
以
上

に
進
ま
な
か
っ
た
か
ら
だ
）。

ま
も
な
く
呉
敬
�
著
『
腐
敗
―
―
権
力
と
金
銭

の
交
換
』(

経
済
出
版
社
、
一
九
九
三
年)

が
出
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
腐
敗
問
題
を
「
尋
租
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
説
明
す
る
こ
と
は
、
ま
も

な
く
流
行
に
さ
え
な
っ
た
。
少
な
か
ら
ぬ
論
文
が

書
か
れ
た
が
、
比
較
的
近
年
の
解
説
書
と
し
て
何

清
漣
著
『
現
代
化
の
陥
穽
』(

今
日
中
国
出
版
社
、

一
九
九
八
年)

の
第
四
章
「
現
代
中
国
で
レ
ン
ト

シ
ー
キ
ン
グ
が
生
れ
る
原
因
の
分
析
」
が
あ
る
。

「
租
＝
レ
ン
ト
」
と
は
、
超
過
利
潤
で
あ
り
、「
尋

租
＝
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン
グ
」
と
は
、
語
義
か
ら
い

え
ば
「
超
過
利
潤
」
を
求
め
る
こ
と
だ
が
、
問
題

は
そ
の
追
求
方
法
で
あ
る
。
政
府
の
所
得
分
配
政

策
を
利
用
し
て
個
人
あ
る
い
は
集
団
の
利
益
を
得

る
も
の
を
指
す
。

超
過
利
潤
を
得
る
対
象
は
国
有
資
産
で
あ
り
、

政
治
権
力
の
も
つ
許
認
可
権
で
あ
る
。
そ
の
方
法

は
合
法
非
合
法
を
問
わ
な
い
。
だ
か
ら
中
国
で
よ

く
「
権
銭
交
易
」
と
非
難
さ
れ
る
現
象
を
道
徳
的

批
判
と
は
別
の
次
元
で
、
純
粋
に
経
済
学
の
論
理

と
し
て
分
析
し
て
み
せ
た
の
が
中
国
に
お
け
る
尋

租
論
な
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
「
所
得
分
配
政
策
を
利
用
し
て
」
と
書
い

た
箇
所
は
、
政
策
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と(

事

前
尋
租)

と
、
政
策
の
隙
間
を
悪
用
す
る
こ
と(

事

後
尋
租)

の
二
種
類
の
方
法
が
あ
る
。

前
者
は
圧
力
団
体
が
租
税
の
減
免
を
税
法
の
施

行
前
に
文
言
に
書
き
込
ま
せ
る
な
ど
が
典
型
的
事

例
だ
。
後
者
は
税
法
の
ス
キ
を
衝
い
て
、
文
言
を

逆
手
に
と
り
脱
税
を
強
弁
す
る
な
ど
の
例
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。

中
国
に
お
い
て
は
、
特
に
計
画
経
済
体
制
か
ら

市
場
経
済
体
制
へ
の
移
行
期
の
性
格
か
ら
し
て
、

政
策
体
系
の
整
合
性
が
欠
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
た
と
え
ば
価
格
統
制
を
部
分
的
に
撤
廃
し
た

結
果
と
し
て
生
じ
た
二
重
価
格
制
の
欠
陥
は
、
当

時
「
官
倒
」
な
る
役
人
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
金

儲
け
の
絶
好
の
口
実
と
な
っ
た
。
あ
る
い
は
乗
用

車
に
対
す
る
高
い
輸
入
関
税
は
、
密
輸
自
動
車
の

横
行
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
い
て
は
「
輸
入
許
可
証
」

自
体
の
売
買
現
象
さ
え
も
た
ら
し
た
。「
輸
入
許
可

証
」
を
買
っ
て
自
動
車
を
輸
入
す
れ
ば
ボ
ロ
儲
け

で
き
た
。
あ
る
い
は
国
有
企
業
の
資
産
を
時
価
よ

り
も
安
く
払
い
下
げ
る
事
例
、
そ
れ
を
さ
ら
に
外

資
企
業
に
転
売
し
て
大
儲
け
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
枚

挙
に
い
と
ま
の
な
い
ほ
ど
だ
。
日
本
で
は
「
政
商
」

の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
な
権
力
利
用
型
ビ
ジ
ネ
ス

を
経
済
学
の
ま
な
板
に
載
せ
る
う
え
で
、「
尋
租
」

理
論
は
恰
好
の
方
法
論
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
流
行
し
た
と
み
て
よ
い
。
つ
ま
り

は
「
汚
職
の
経
済
学
」、
あ
る
い
は
「
腐
敗
の
経
済
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学
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

い
ま
私
は
尋
租
の
根
拠
を
移
行
期
経
済
に
求
め

た
が
、
実
は
官
吏
の
汚
職
は
中
国
史
に
広
範
に
み

ら
れ
る
。
曰
く
「
三
年
清
知
府
﹇
清
潔
な
知
事
﹈、
一

〇
万
雪
花
銀
﹇
銀
の
蔵
が
建
つ
﹈」
の
表
現
は
、
清

朝
の
小
説
『
儒
林
外
史
』『
官
場
現
形
記
』
な
ど
に

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
汚
職
や
腐
敗

自
体
は
、
中
国
史
に
と
っ
て
な
ん
ら
目
新
し
い
も

の
で
は
な
く
、
異
な
る
の
は
移
行
期
過
程
で
こ
れ

が
通
常
よ
り
も
激
し
く
な
っ
て
い
る
点
だ
け
で
あ

る
。
実
は
、
王
朝
の
衰
退
期
あ
る
い
は
次
の
王
朝

へ
の
過
渡
期
に
こ
そ
腐
敗
が
蔓
延
し
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
こ
の
文
脈
で
も
少
し
の
不
思
議
も
な
い
。

敢
え
て
新
味
を
探
す
な
ら
ば
、
マ
ク
ロ
経
済
と
い

う
大
き
な
マ
ナ
板
に
載
せ
ら
れ
、
し
か
も
所
得
の

再
配
分
と
い
う
大
き
な
視
野
か
ら
光
が
当
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
点
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
。

朝
日
新
聞
の
台
湾
報
道

高
井
潔
司
さ
ん
（
北
海
道
大
学
教
授
）
か
ら
メ
ー

ル
を
頂
戴
し
た
。
台
湾
情
勢
に
つ
い
て
の
メ
ー
ル

に
よ
る
意
見
交
換
の
一
部
を
活
字
に
し
た
の
で
、

と
い
う
ご
連
絡
で
あ
る
。

高
井
教
授
の
メ
デ
ィ
ア
時
評
（『
日
本
と
中
国
』

五
月
二
五
日
号
）
を
少
し
引
用
す
る
。

五
月
二
〇
日
の
台
湾
総
統
就
任
式
に
向
け
、

中
台
間
で
は
、
新
総
統
誕
生
の
下
で
の
交
渉

の
枠
組
み
作
り
を
巡
っ
て
、
舞
台
裏
の
駆
け

引
き
が
続
い
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
日
本

の
新
聞
は
こ
う
し
た
動
き
に
鈍
感
で
、
よ
う

や
く
﹇
五
月
﹈
一
〇
日
に
な
っ
て
、「
一
つ
の

中
国
柔
軟
解
釈
」「
中
国
の
交
流
窓
口
副
会

長
　
台
湾
の
反
発
に
配
慮
」（
日
経
）「
一
つ

の
中
国
に
新
定
義
　
中
台
対
話
は
平
等
の
立

場
で
」「
中
国
側
　
柔
軟
姿
勢
ア
ピ
ー
ル
」

（
朝
日
）
と
、
そ
の
動
き
の
一
端
を
伝
え
た
。

柔
軟
解
釈
と
は
、
中
国
側
の
海
峡
両
岸
関
係

協
会
の
唐
樹
備
副
会
長
が
、
ア
モ
イ
で
﹇
五

月
﹈
九
日
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
対

話
再
開
の
条
件
と
し
て
い
る
「
一
つ
の
中

国
」
に
つ
い
て
「
一
つ
の
中
国
の
政
治
的
な

意
味
、
内
容
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
こ
と
も

可
能
」、「
対
話
は
平
等
で
あ
り
、
中
央
と
地

方
の
関
係
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
こ
と
を
指

し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
初
め
て
の
発
言
で
は
な
い
。
先

月
二
七
日
、
深
�
市
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
同
じ
唐
副
会
長
が
同
趣
旨
の
発
言
を

し
て
い
る
。
こ
の
時
、
横
浜
市
立
大
学
の
矢

吹
晋
教
授
は
、
筆
者
﹇
高
井
教
授
﹈
の
所
に

「
私
﹇
矢
吹
﹈
が
『
読
売
新
聞
』
の
座
談
会
で

指
摘
し
た
『
中
央
と
地
方
』
の
交
渉
で
は
な

い
と
す
る
鄧
小
平
路
線
が
出
て
き
ま
し
た
ね
。

大
歓
迎
で
す
」
と
メ
ー
ル
を
打
っ
て
き
た
。

読
売
新
聞
は
先
月
の
時
点
で
唐
発
言
を
報
道

し
て
い
る
の
だ
が
、
矢
吹
教
授
に
い
わ
せ
る

と
「
今
朝
の
『
読
売
新
聞
』
末
続
特
派
員
電

の
前
半
は
文
意
不
明
。
デ
ス
ク
は
何
を
し
て

い
る
の
で
す
か
ね
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
朝
日
の
報
道
は
も
っ
と
ひ
ど
い
。
先

月
﹇
四
月
﹈
三
〇
日
付
で
「
中
台
会
談
七
年

で
談
話
」
と
い
う
記
事
が
出
て
い
る
が
、
台

湾
側
の
ト
ッ
プ
が
七
年
前
行
わ
れ
た
ト
ッ
プ

会
談
を
回
想
し
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
会
談
で
は

『
一
つ
の
中
国
』
の
解
釈
は
（
中
台
が
）
そ
れ

ぞ
れ
に
行
え
る
こ
と
で
合
意
し
た
」、
対
話
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の
再
開
に
は
「
こ
の
合
意
に
立
ち
返
る
以
外

に
な
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
よ
く
読
め
ば

わ
か
る
よ
う
に
両
岸
の
ト
ッ
プ
は
同
じ
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
が
対
話
再

開
の
「
落
と
し
所
」
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
朝

日
は
台
湾
側
が
「
中
国
側
に
訴
え
た
」
と
書

い
て
い
る
。

矢
吹
教
授
に
い
わ
せ
れ
ば
、
台
湾
ト
ッ
プ
が

訴
え
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
野
党
の
存
在

で
対
話
の
経
過
を
知
ら
な
い
陳
水
扁
新
総
統

だ
と
い
う
。
し
か
も
、
朝
日
は
「
中
国
政
府

は
、
こ
の
合
意
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
と

い
う
立
場
」
と
書
い
て
い
る
。
全
く
の
誤
報

だ
ろ
う
。
一
〇
日
付
の
記
事
は
こ
の
修
正
版

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
共
同
通
信
な
ど

も
そ
の
都
度
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
言
を
伝

え
て
い
る
の
だ
が
、「
中
国
は
か
た
く
な
」
と

い
う
先
入
観
が
あ
る
た
め
か
、
舞
台
裏
で
ど

う
探
り
あ
い
を
し
て
い
る
の
か
を
全
く
読
も

う
と
せ
ず
、「
一
つ
の
中
国
の
原
則
」
を
振
り

回
し
た
と
い
う
レ
ベ
ル
の
報
道
し
か
で
き
な

い
で
い
る
。
こ
う
し
た
舞
台
裏
の
駆
け
引
き

は
、
回
り
の
反
応
が
大
切
だ
。
報
道
が
そ
の

雰
囲
気
を
ぶ
ち
壊
し
て
い
て
は
話
に
な
ら
な

い
。

こ
の
メ
ー
ル
を
受
け
と
っ
た
夜
、『
朝
日
新
聞
』

朝
刊
（
五
月
一
一
日
付
）
を
読
ん
で
、
ま
た
ま
た

呆
れ
返
っ
た
。

「
李
・
台
湾
総
統
の
残
し
た
”
？
“
」「
な
ぞ
１

　
”
陳
候
補
を
助
け
た
“
は
本
当
か
」「
な
ぞ
２
”

二
国
論
“
を
な
ぜ
あ
の
時
期
に
」、
な
る
一
知
半
解

の
「
解
説
」
も
ど
き
で
あ
る
。

率
直
に
評
す
る
と
、
こ
れ
は
ど
う
み
て
も
三
流

週
刊
誌
の
ヨ
タ
記
事
で
あ
り
、
ま
と
も
な
新
聞
の

掲
げ
る
べ
き
内
容
で
は
な
い
。

こ
の
記
事
は
、「
台
湾
改
革
の
父
」
と
呼
ば
れ
る

李
登
輝
台
湾
総
統
と
も
ち
あ
げ
、
世
論
調
査
が
合

格
点
の
六
八
点
を
つ
け
た
と
ま
ず
紹
介
す
る
。
こ

れ
は
『
中
国
時
報
』
の
世
論
調
査
だ
か
ら
、
紙
名

を
書
い
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
世
論
調
査
は
ゴ
マ

ン
と
あ
る
の
だ
。『
中
国
時
報
』
の
調
査
だ
か
ら
、

そ
れ
な
り
の
信
頼
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
よ

り
重
大
な
の
は
、『
中
国
時
報
』
の
調
査
か
ら
、「
合

格
点
」
の
み
を
つ
ま
み
食
い
し
た
こ
と
だ
。
こ
の

世
論
調
査
は
李
登
輝
の
「
黒
金
退
治
」
に
対
し
て

は
四
〇
点
台
の
不
合
格
点
を
つ
け
て
い
る
。
国
民

党
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
李
登
輝
に
は
、
足
元
の
金
権

政
治
に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
点
に

つ
い
て
台
湾
の
有
権
者
は
李
登
輝
ノ
ー
と
評
価
し

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
つ
ま
み
食
い
は
実
に
ミ
ス

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
の
だ
。

つ
い
で
こ
の
記
事
は
「
民
進
党
政
権
を
登
場
さ

せ
た
の
は
李
総
統
の
陰
謀
」、「
李
登
輝
は
陳
氏
に

国
民
党
批
判
の
材
料
を
与
え
る
た
め
、
わ
ざ
と

『
黒
金
政
治
』
を
放
置
し
た
」
と
す
る
陰
謀
史
観
あ

る
い
は
謀
略
説
を
臆
面
も
な
く
書
く
。
こ
れ
に
は

選
挙
結
果
の
読
み
方
と
し
て
、
大
き
な
疑
問
が
残

る
し
、
な
に
よ
り
も
得
票
数
に
反
映
さ
れ
た
民
意

（
と
い
っ
て
も
、「
三
九
・
三
％
の
民
意
」
だ
が
）
を

こ
れ
ほ
ど
無
視
し
た
話
は
な
い
。
世
論
は
李
登
輝

が
「
た
だ
一
人
だ
け
推
し
た
連
戦
と
い
う
後
継
者
」

を
拒
否
し
、
李
登
輝
は
キ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
と
し
て

大
失
敗
し
た
の
だ
。
こ
れ
が
事
実
だ
。
今
回
の
陳

水
扁
勝
利
は
、
ま
さ
に
李
登
輝
で
は
解
決
で
き
な

い
「
黒
金
」
問
題
の
大
掃
除
を
民
進
党
に
託
し
た

と
見
る
の
が
常
識
と
い
う
も
の
。
こ
の
現
実
が
清

水
勝
彦
特
派
員
の
目
に
は
ま
る
で
入
ら
な
い
ら
し

い
。
こ
れ
ら
の
誤
解
、
曲
解
、
ほ
と
ん
ど
中
傷
に
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近
い
身
勝
手
な
見
方
を
臆
面
も
な
く
書
い
て
、「
中

国
は
み
て
い
る
」
と
逃
げ
る
。「
中
国
」
は
見
る
、
そ

の
中
国
と
は
一
体
何
か
。
中
国
の
コ
メ
ン
ト
も
ピ

ン
か
ら
キ
リ
ま
で
だ
。
そ
の
種
の
愚
劣
な
分
析
が

中
国
サ
イ
ド
に
皆
無
だ
と
は
言
わ
な
い
が
、
そ
れ

を
も
っ
て
中
国
当
局
の
公
認
見
解
だ
と
す
る
の
は
、

で
っ
ち
上
げ
も
甚
だ
し
い
。
つ
い
で
、
こ
の
見
方

を
「
李
登
輝
も
陳
水
扁
も
否
定
し
て
い
る
」
と
紹

介
し
つ
つ
、「
疑
惑
が
消
え
る
に
は
時
間
が
か
か

る
」
と
結
ぶ
。

こ
の
記
事
の
ど
こ
に
ニ
ュ
ー
ス
性
が
あ
る
の
か
。

ど
こ
に
解
説
あ
る
い
は
評
論
と
し
て
の
独
自
の
分

析
が
あ
る
の
か
。
皆
無
で
は
な
い
か
。
箸
に
も
棒

に
も
か
か
ら
な
い
一
知
半
解
記
者
氏
の
雑
文
に
こ

れ
ほ
ど
の
紙
面
を
割
い
て
は
、「
良
識
」
が
泣
く
。

「
な
ぞ
２
」
は
、
昨
年
七
月
に
李
登
輝
が
「
二
国

論
」
を
提
起
し
た
の
は
、
蔡
英
文(

大
陸
委
員
会
主

任
に
就
任
予
定)

に
よ
れ
ば
、「
台
湾
の
善
意
の
表

明
」「
そ
れ
を
中
国
は
誤
解
し
た
」
と
紹
介
し
、「
台

湾
で
も
初
耳
の
こ
と
」
と
説
明
す
る
。
こ
れ
は
「
初

耳
」
が
当
然
だ
。
な
ぜ
な
ら
「
善
意
の
表
明
を
誤

解
し
た
も
の
」
と
い
っ
た
解
説
は
、
蔡
英
文
の
弁

明
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、
誰
に
も
分
か
る
こ
と
だ

か
ら
。
一
転
し
て
李
亜
飛
（
海
峡
両
岸
関
係
協
会

副
秘
書
長
）
の
李
登
輝
不
信
の
言
を
紹
介
し
、「
李

総
統
に
は
中
国
が
「
善
意
」
に
こ
た
え
る
と
い
う

成
算
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
、「
見
通
し

は
甘
か
っ
た
」
と
結
論
す
る
。
ポ
ス
ト
李
登
輝
の

台
湾
当
局
が
必
死
に
な
っ
て
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

エ
フ
ェ
ク
ト
を
打
ち
消
そ
う
と
し
て
い
る
「
二
国

論
」
の
背
景
に
つ
い
て
、「
善
意
」
だ
と
す
る
よ
う

な
見
え
透
い
た
弁
解
だ
け
繰
り
返
す
記
事
の
ど
こ

に
ニ
ュ
ー
ス
性
が
あ
る
の
か
。
解
説
と
し
て
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
が
あ
る
の
か
。
お
そ
ら
く
皆
無
で
あ

る
。「

二
国
論
」
を
「
善
意
の
表
明
」
だ
と
す
る
弁
解

を
紹
介
し
、「
善
意
」
の
受
け
と
ら
れ
方
に
対
す
る

「
成
算
」
を
問
い
、
善
意
が
通
じ
な
か
っ
た
か
ら

「
見
通
し
は
甘
か
っ
た
」
と
、
た
だ
ひ
た
す
ら
「
善

意
」
を
疑
わ
な
い
の
は
、
お
人
好
し
と
い
う
よ
り

は
、
判
断
能
力
の
欠
如
を
示
す
以
外
の
も
の
で
は

な
い
。

こ
の
種
の
身
勝
手
な
弁
明
に
こ
れ
ほ
ど
の
紙
面

を
割
く
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け
の
意
味
が
あ
る
の
か

ま
る
で
分
か
ら
な
い
。
蔡
英
文
は
大
陸
委
員
会
主

任
と
し
て
、
次
の
展
開
を
当
然
、
考
慮
中
の
は
ず
。

そ
の
ヒ
ン
ト
さ
え
つ
か
め
な
い
の
な
ら
ば
、
彼
女

を
引
き
合
い
に
だ
す
意
味
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
ば
か
ば
か
し
い
ボ
ケ
記
事
と
符
節
を
合
わ

せ
て
、
こ
れ
ま
た
ば
か
ば
か
し
い
ツ
ッ
コ
ミ
が
続

く
。
北
京
・
中
村
史
郎
特
派
員
の
駄
文
で
あ
る
。
こ

れ
ら
紙
面
か
ら
、
一
体
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
ど
な
た
か
、
正
し
い
読
み
方
、
意
義

の
あ
る
読
み
方
を
ご
教
示
願
い
た
い
と
こ
ろ
で
す

ね
。さ

て
翌
一
二
日
付
朝
刊
は
行
政
院
法
務
部
長
に

内
定
し
て
い
る
陳
定
南
（
立
法
院
委
員
）
へ
の
「
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
に
ま
た
驚
か
さ
れ
る
。「
国
民

党
は
暴
力
団
を
使
っ
て
政
権
維
持
を
図
っ
て
き
た
」

と
同
氏
は
言
い
切
る
。。。。。「
国
民
党
候
補
を
当
選
さ

せ
る
た
め
、
暴
力
団
を
使
っ
て
野
党
候
補
と
有
権

者
を
脅
迫
し
た
。
そ
の
見
返
り
に
暴
力
団
幹
部
に

も
立
候
補
を
認
め
、
議
員
と
い
う
『
き
れ
い
な
身

分
』
を
与
え
た
」。「
県
議
、
市
議
の
三
分
の
一
が

暴
力
団
関
係
者
だ
と
指
摘
す
る
」。

陳
定
南
の
言
い
分
は
、
ほ
と
ん
ど
台
湾
政
界
の

常
識
で
あ
る
。「
同
氏
は
言
い
切
る
」「
県
議
、
市

議
の
三
分
の
一
が
暴
力
団
関
係
者
だ
と
指
摘
す
る
」

と
さ
も
ニ
ュ
ー
ス
性
が
あ
る
か
の
ご
と
き
書
き
ぶ
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り
だ
が
、
選
挙
期
間
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
前
か
ら
さ
ん
ざ
ん
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
は
な

い
の
か
。
ま
さ
に
そ
の
腐
敗
し
た
現
実
に
対
し
て
、

台
湾
の
有
権
者
は
ノ
ー
と
拒
否
し
た
の
だ
。
陳
定

南
の
言
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
国
民
党
は
そ
の
よ

う
な
顔
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
李
登
輝
は
そ
の

主
席
な
の
だ
。

前
日
一
一
日
に
は
「
ミ
ス
タ
ー
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
、
台
湾
改
革
の
父
と
呼
ば
れ
る
李
登
輝
・
台

湾
総
統
」
と
最
大
限
の
ヨ
イ
シ
ョ
記
事
を
書
い
て
、

「
黒
金
問
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
李
登
輝
」
に
は

ま
る
で
触
れ
な
い
。
翌
日
は
国
民
党
を
倒
し
た
民

進
党
の
議
員
に
国
民
党
の
腐
敗
ぶ
り
を
語
ら
せ
る

が
、
記
者
は
半
信
半
疑
を
装
い
、
最
新
ニ
ュ
ー
ス

を
装
う
。
清
水
記
者
は
こ
れ
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

た
つ
も
り
な
の
か
。
前
日
の
記
事
と
言
い
、
翌
日

の
記
事
と
言
い
、
記
事
の
大
き
さ
に
反
比
例
し
て
、

中
身
が
薄
い
。
限
り
な
く
無
内
容
に
近
い
。
デ
キ

の
悪
い
学
生
の
答
案
を
何
枚
も
読
ま
さ
れ
る
と
、

こ
の
と
こ
ろ
老
人
性
発
作
が
起
こ
り
、
不
愉
快
に

な
る
。
ど
う
か
ま
と
も
な
報
道
に
徹
し
て
ほ
し
い

も
の
だ
。
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